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	米国における遊泳プールの現状

米国において、遊泳は二番目に人気がある運動です。そのため、1980年代以降､遊泳プールによる感染症が増加していており、プールの現状と対策について、米国疾病対策センター（CDC）の疫学週報（MMWR）に掲載されました。今後、遊泳プール指導に参考となると思いますので、その要約についてお知らせします。

雑誌名　ＭＭＷＲ　June.６.2003/52(22)：513-516
書　名　Surveillance Data from Swimming Pool Inspections --- Selected States and Counties,

        United States, May--September 2002 (遊泳プール監視集計結果ー--- 2002年５月から９月まで、米国の数州と郡において)

遊泳は米国において二番目に人気がある運動で、毎年３億6000万人が遊泳プールを利用している。このため、休養水疾病（recreational water illnesses：以下RWIs、クリプトスポリジウム症、ランブル鞭毛虫症、赤痢など）による発症が増加傾向にある。1980年代以降、RWIs発症の報告が増大している。地域の環境保健機関は健康対策指導のため、公的そして半公的なプールに対して定期的に立入検査を実施しています。本調査は2002年５月１日から９月１日までに実施した米国６地区の監視の要約です。

ペンシルベニア州713、フロリダ州19,604、カリフォルニア州1,606、ミネソタ州90（セントルイス34、セントポール56）、ワイオミング州118で、合わせて22,131回の集計結果です。報告項目は監視実施日、プールの利用形態、水質検査結果（遊離塩素、ｐＨなど）、ろ過及び再循環記録（フィルターの管理、逆洗回数など）、監視及び管理記録（測定器、記録の保管、プール監視員の訓練記録など）です。

22,131回で21,561件の不適があった。不適の67.5％がホテル及びモーテルであった。54.1％の施設で1～12件の不適があった。重大な不適（消毒薬の不足など）があった8.3％ではプールの使用禁止の措置をした。不適事項の内訳は、水質検査結果が38.7％、ろ過及び再循環記録が38.6％、監視及び管理記録が22.7％であった。遊離塩素濃度についての指導では4.5～18.4％で幼児用プールが最も高かった。ｐＨについては4.7～16.7％で同じく幼児用が最も高かった。幼児用プールでは８％で遊離塩素とｐＨ双方に不適が見られた。ろ過及び再循環記録では34.0～76.8％で地方自治体のプールが最も高かった。監視員の資格では０～35.7％でアパート／分譲マンションが最も高かった。

〔編集者注〕

プールが関連した胃腸炎の集団発生が増大しているので、適切なプール管理のために公衆衛生の当局の指導が必要であると強調された。集団発生の４分の１は塩素消毒に弱い（腸管出血性大腸菌Ｏ157：Ｈ7、赤痢菌など）に関連し、プールの維持管理不良による消毒不良によるものです。

塩素及びｐＨ不適は、幼児、オムツをしている赤ちゃんが使うwading pools（子ども用の浅いプール）が最も高かった。幼児（しばしばプール水を飲み込み、プール水を糞便で汚染することがある）は感染したら重病になることがある。加えて、wading poolsでは比較的に容量が少なく、紫外線及び子供による高い有機物（便）により消毒濃度が急激な低下する可能性がある。wading poolsでは安全な消毒濃度を維持するために注意深い測定が必要です。プールの設置者は、プールの消毒が不十分ならば、病気に感染した遊泳者による汚染により、いつでもRWIsが広まる危害の増大に気付く必要がある。
遊泳プール設置者は、不適切なプールの維持管理、未訓練なプール担当者、塩素抵抗力がある病原微生物クリプトスポリジウムの検出、そして遊泳者が潜在的にRWIsの感染者が利用しても、プールで感染が増大しないなどの予防対策を立てる必要がある。RWIs感染防止のための基本的な規則を遊泳者に教育する必要がある。遊泳プール設置者は遊泳者に次のことを守らせる必要がある。１）下痢をしている時は泳いではいけない。２）プール水を飲まない。３）遊泳する場合には良好な衛生習慣（頻繁にトイレに通う、適切なオムツの交換、手洗いなど）をつける。                       （翻訳 笈川）
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追記

  昭和５７年1月から３月にかけて、遊泳用室内プール（幼稚園プールを含む）の実態調査をしました。その結果と対策は次のとおりです。

１）１回の放尿を漏らす程度（５０ml）とすると、遊泳者の２～３０人に１人が放尿していることとなり、概して幼児の比率が高いほど放尿率が高かった。

２）プール管理者は遊泳者に対し、遊泳前の放尿及びシャワーによる身体の洗浄をさらに徹底すべきである。スイミングスクールは、他の用途のプールに比べ便器の数を多くすべきである。
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